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不安を訴えることもなかった.
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36)外腹斜筋筋膜 反転法 にて修復した腹壁碗痕

ヘルニアの-一例

石川 卓 ･皆川 呂広
大僑 泰博 ･佐藤 攻 ほ 幕閣病院)

今回我々は.再々発をきたした腹壁破痕ヘルニアの症

例に三回日の修復術を行うにあたi),メッシュと鮮明 し

て外腹斜筋筋陣反転法を施行 したため,その手技を報告

する.

症例は70歳の女性.昭和62年.子宮痛にて手術,術後

放射線照射をうけた後,腹壁癒痕ヘルニアを合併.平成

9年11月に.-･一回目の修復術,平成10年 7月にメッシュを

開いて二回目の修復術を施行したが,再発を繰 り返 し,

平成13年 2日25F1.ヘルニア軟頓による腸閉塞にて入院

した.3F112日,三lL_lJHの修復術を施行.メッシュと併

Flf=′て外腹斜筋筋膜反転法をおこない.良好な結果を得

た.
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長期経過 に関す る検討
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堀川 直樹 ･木村 愛彦(賢署組合紙鰯 院)

Ⅰ¶eshplug法による鼠径ヘルニア根治術の長期経過

をアンケー ト調査により検討.対象 :鼠径ヘルニア術後

症例のうち 1998年 1月から2000年11f:】までの meSh

plug法による41札 コン トロールは 1994年 lF]か ら

1995年 9日までに行1)た従来の術式の Bassini法など

による45例および1999年10月から2000年11月までに行っ

た plugを使用しか ､術式の twolaymesh法によ

る41例.結果 二meShplug 法では従来の方法.two

laymesh法に比 し術後の排便障害,排尿障害の｡lJ現

が有意に･多かった.まとめ :nteshplug法は長期経過

として plugの影響によると考えられる排便,排尿障

害が出現する可能性が高 く詳細な経過観察が必要である.
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1)Blockingbal且oonを用いてcaTOtidstentinぎ

を試行した1例
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Bloekingballoonを用いて carotidstent-ing を

試行 した 1例について報吉する,症例は63歳男性.他院

にて心筋梗塞に対する CABG の術前検杏で左頚部内

頚動脈高度狭窄,右頚部内頚動脈700も狭窄を認めた.左

STA-MCAanast_omosis後,CABG を試行 した.

その後当院で rollowupの血管樵啓三を試行.CABG,

STA-MCAanastomosisともに patentであった

がT右内頚動脈狭窄の進行を認めた.SPECT上も右大

脳半球の血管反応性の低下を認めた.以上より右内頚動

脈狭窄 に対 し stellting を試 行 した . 局麻 下 に 4

1umenbi-balloonカテーテルで総頚動脈,外頚動脈

を遮断するいわゆる proxinュalblockingを行いつつ,

前拡張及び Palmatzstentによる stenting を行っ

た.術中.後とも問題なく経過 し.SPECT上 も血管反

応性の改善が認められた.

頚動脈狭窄に対する PTA.St-entingは他領域 と異

な り distalembolisnュ に対する対策が必要 となる.

今回=まproximalbloekingを剛 ､たが.術中に操作

部よりdist･alを遮断する dist･alblocking の方が よ

り確実な方法である.新たな materialの開発により

distalbloeki11g が可能 となってお り,現在はで きる

限りdistalbloeking を行うを方針としている.しか

し distalblocking をけJいても完全に distalembo-

1ism を防止できるとは言い難 く,今後さらなる技術,

materialの開発が必要である.


